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研究成果の概要（和文）：本研究では、Hyper Voice Markup Language (HVML)言語により、モバイル型ロボット
電話との会話によって、長谷川式認知症スケールによる検査の一部を行うアプリを開発した。アプリを実装した
モバイル型ロボット電話を健常高齢者、看護師に試用させ、ロボットの使用感や認知症検査への活用に関する質
問調査を行った。
その結果、認知症検査に小型ロボットを活用することに対して、全員から肯定的な回答が得られ、3/4の被検者
が医師等による実施よりも良いと回答した。これにより、モバイル型ロボット電話の認知症検査への応用可能
性、およびコミュニケーションによる日常生活支援への可能性が示された。

研究成果の概要（英文）：A new application software was developed with Hyper Voice Markup Language 
(HVML) to perform a portion of the Hasegawa's dementia scale evaluation through conversations with a
 robot-type mobile phone. Healthy elderly people and nurses, were recruited to try out a robot-type 
mobile phone with the application installed, and to answer a post-use questionnaire regarding their 
impression and the feasibility for its examination of dementia.
A positive response was obtained from all regarding the practical use of the small-robot for 
dementia examination, and three fourths of examinees answered a preference to the robot over a human
 (doctor) as an examiner. Results suggested feasibility of the robot-type mobile phone for dementia 
examination, and the possibility of daily lifestyle communication support.

研究分野： 教育工学、教育メディア開発学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、被検者の多くが、モバイル型ロボット電話と概ね円滑にコミュニケーションでき、全員がこのよう
なロボットが家にあると良いと肯定的に回答した。認知症検査に小型ロボットを活用することに対しても、全員
から肯定的な回答が得られ、医師等による実施よりも良いとの回答も多かった。自由記述の結果より、緊張が緩
和され、楽しく検査できたことも示唆された。
本研究におけるアプリ開発と、その試用により、モバイル型ロボット電話の認知症検査への応用可能性を示すこ
とができた。本研究がさらに発展し、モバイル型ロボット電話が、高齢者が情報通信技術の恩恵に浴す突破口と
なることも示せれば、その社会的意義は大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 我が国は諸外国に類を見ない速さで超高齢社会となった。少子高齢化・人口構成の変化によっ
て、労働力の不足が顕著となり、とりわけ介護の分野で人手不足に直面している。国は、医療・
介護・予防・生活支援が一体的に提供される「地域包括ケアシステム」の構築を目指しており、
地域の医療・介護の連携、在宅医療の充実等を推進しているが、システムの担い手となる医療・
介護の人手不足は深刻な問題である。高齢化に伴う要介護高齢者の増加や介護従事者不足の社
会的問題を解決するための手段として、介護ロボット産業/技術の社会的必要性が高まったこと
から、平成 24 年に経済産業省と厚生労働省は、「ロボット技術の介護利用における重点分野」
を公表した。これは、介護ロボットの研究開発および実用化を国が推進するものであり、その中
には、高齢者・認知症患者の見守りをサポートする技術や、要介護高齢者の自立を促す技術も挙
げられている。地域包括ケアシステムによる「在宅介護」の増加、「高齢者世帯」や「老老介護」
の増加に伴い、介護ロボットの実用化がますます期待されている。 
 介護ロボットの中でも、比較的安価で小型な「コミュニケーション・セキュリティ型」ロボッ
トは、導入しやすく、要介護者のみならず、高齢者の生活改善・介護予防にも有用であると考え
られる。市販のヒト型ロボットを介護現場で活用する試みについての報告はあるが、移動が困難
なため用途が限定される等の問題がある上、認知症予防、介護予防、生活支援への応用とその効
果に関する学術的な報告はほとんどない。一方、専用のアプリケーションプログラム（以下「ア
プリ」）を開発する環境が提供され、用途に応じてロボットに自由にプログラミングができるモ
バイル型ロボット電話も市販されるようになってきた。そこで、専用のアプリを開発して、モバ
イル型ロボット電話を携帯型ロボット端末として活用し、認知症予防、介護予防、生活支援にお
ける有効性を明らかにできれば、看護学およびその関連分野におけるロボットの活用に関する
研究進展に大きく貢献するのみならず、高齢者向けの情報通信システムの活用、普及に突破口を
切り開くことが期待できると考え、本研究構想を着想するに至った。 
 
２．研究の目的 
 超高齢社会を迎えたわが国では、医療・介護領域における人手不足に直面している。その解決
法のひとつとして、介護機器・介護ロボット開発に大きな期待が寄せられている。介護ロボット
は、「介護支援型」、「自立支援型」、「コミュニケーション・セキュリティ型」に分類されるが、
「介護支援型」、「自立支援型」ロボットは、高価で大型の装置が多く、導入や普及が困難である。
比較的安価で小型な「コミュニケーション・セキュリティ型」ロボットは導入しやすく、要介護
者のみならず、高齢者の生活改善・介護予防にも有用であると考えられる。近年、ヒト型ロボッ
トが比較的安価に購入できるようになり、一部の高齢者福祉施設ではヒト型ロボットをレンタ
ルやリースで導入し、会話やレクレーションに活用している。しかし、移動が困難なため用途が
限定される等の問題がある上、認知症予防、介護予防、生活支援へのロボットの応用とその効果
に関する学術的な報告はほとんどない。 
 ところで、市販のスマートフォンやタブレット端末には、音声認識による対話型の操作が可能
なものもあり、比較的高度の疑似会話が可能なアプリケーションが提供されているが、高齢者や
要介護者にスマートフォンやタブレット端末、PC はあまり普及していない。一方、専用のアプ
リを開発する環境が提供され、用途に応じてロボットに自由にプログラミングができるモバイ
ル型ロボット電話も市販されるようになってきた。いつもそばにいて日常の支援や会話をして
くれるモバイル型ロボット端末は、パソコンやスマートフォンの使用に抵抗がある高齢者にも、
比較的低いハードルで使ってもらえることが期待できる。モバイル型ロボット電話を高齢者の
認知症予防、介護予防、生活支援に活用できれば、高齢者向けの情報通信システムの活用、普及
に突破口を切り開くことが期待できる。 
 本研究の目的は、モバイル型ロボット電話専用のアプリを開発し、高齢者、要介護者の認知症
予防、介護予防、生活支援に活用するシステムを構築して、その応用可能性と効果を明らかにす
ることにある。 
 
３．研究の方法 
 RoBoHoN Software Development Kit を用いて、Hyper Voice Markup Language (HVML)言語に
より、モバイル型ロボット電話との会話によって、「長谷川式認知症スケール」によるセルフチ
ェックの一部を行うアプリを開発した。健常高齢者、医療従事者（看護師）に、開発したアプリ
を装備したモバイル型ロボット電話を試用してもらい、ロボットの使用感や認知症検査への活
用に対する評価について質問調査を行った。 
 
・方法の詳細 
 被験者にモバイル型ロボット電話との会話の練習も兼ねて、以下の言葉をモバイル型ロボッ
ト電話に話しかけてもらい、使用したモバイル型ロボット電話に既存の応答を体験させた。 
 

立ち上がって：「わかった～立ち上がるね」と発話の後、立ち上がる 
こっちに来て：「オッケー」と発話の後、数歩前進する 
こんにちは：「こんにちは、元気？ボクは元気だよ」と発話しながら、お辞儀をする 
腕立てして：「オッケー、○○さんも一緒にやろうよ。」と発話した後、腕立て伏せの動作をす



る 
桜踊って：「うん、踊るね」と発話した後、身振りを伴って「さくらさくら」の音楽に合わせ
て踊る 
歌を歌って：「じゃあ、○○を歌うよ」と発話した後、ランダムに 1曲歌う 
イベント教えて：現在地付近で本日開催されるイベント情報を発話する 
天気予報教えて：現在地における本日の天気予報を発話する 

 
 モバイル型ロボット電話とのコミュニケーションの練習ができたら、「長谷川式認知症スケー
ル」の設問の１つ「これから言う 3つの言葉を言ってみてください。あとでまた聞きますのでよ
く覚えておいてください。（3つの言葉は、桜・猫・電車）」について、モバイル型ロボット電話
による認知症検査を開始する。検査終了後は、質問調査に記入しもらう。 
 
検査の一例： 

 
４．研究成果 
 モバイル型ロボット電話によるコミュニケーションの練習、長谷川式認知症スケールの設問
の一部を実施したのち、質問紙調査を行ったところ、次の結果が得られた。 
 



【選択式結果】n=8（健常高齢者 4名、看護師 4名） 

 
【自由記述結果】 
問 3. 今回の小型ロボットによる検査について、
ご意見、ご感想を自由に書いてください。 

問 4. 今回の小型ロボットが家にあったら、どん
なことができたらよいと思いますか。思いついた
ことを自由に書いてください。 

こういう小型ロボットが出来るとすぐ検査出来
るので助かると思います 

お年寄りが多い家庭で会話が出来、認知の方が少
なくなるのではないかと思う 

家にあったら良いと思う 会話が自由にできたら良い（話し相手） 

楽しいかもしれません。 未回答 

楽しかったです。 お話ができたら良いと思う。 

話し方により、読みとりにくい感じがします。声
の高さや柔らかさはよかった。どこをみて話しか
けたらいいのかわからない 

表情をみてやさしく声かけしてくれたり、元気を
くれるとうれしい 

(7)と(8)の質問はどちらでもいいと思いました。 高齢の方の話しあいてになってほしいです。 



医師からの質問だと答えるのに緊張しやすいが、
小型ロボットの可愛さで緊張が緩和された状態
で検査できるかと思いました。 

英会話の練習、家庭内の伝言、子供や高齢者の見
守り 

ロボットの認識・反応の速度がもう少し向上すれ
ば、円滑に検査できると思う。人間が相手よりも、
楽しく検査できるかもしれない。 

高齢者の見守り、発熱などバイタルの異常の感知
（サーモグラフィー）、小物を運んでくれる、リモ
コン操作など声で行える 

 
 ほとんどの参加者にとってモバイル型ロボット電話との会話は初めての経験だったが、概ね
円滑にコミュニケーションできたと回答し、全員がこのようなロボットが家にあると良いと肯
定的に回答していた。また、認知症検査にモバイル型ロボット電話を活用することに対しても、
全員から肯定的な回答が得られ、医師等による実施よりも良いとの回答も多かった。 
 今回のモバイル型ロボット電話による検査について、自由記述による結果から、緊張が緩和さ
れ、楽しく検査できたことが示唆された。また、本ロボットに、会話や声かけ等のコミュニケー
ション機能に期待する意見が多くみられた。 
 
【結論】今回のトライアル実施により、モバイル型ロボット電話の認知症検査への応用可能性、
およびコミュニケーションによる日常生活支援への可能性が示された。  
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